
(57)【要約】

【課題】画像データ伝送の際の消費電力を減少させるた

めの液晶表示装置とその駆動方法の提供

【解決手段】

　複数のゲート線と、前記複数のゲート線に絶縁されて

交差する複数のデータ線と、前記複数のデータ線と前記

ゲート線とが交差して定義する領域に形成され、各々前

記ゲート線及びデータ線とに連結されているスイッチン

グ素子を有する複数の画素を含む液晶パネルアセンブリ

と、前記ゲート線にゲート電圧を供給するゲート駆動部

と、前記データ線に印加される画像データに該当するデ

ータ電圧を供給する少なくとも一つ以上のデータ駆動部

と、外部から印加されるｎ番目の画像データと保存され

ているｎ－１番目の画像データとを比較して、比較結果

によってｎ番目の画像データを前記データ駆動部に選択

的に提供するタイミング制御部とを含む液晶表示装置に

よりタイミング制御部とデータ駆動部の間の画像データ

伝送を最小化できるため、画像データスイッチング時の

消費電力を減少させ、スイッチング時に発生するＥＭＩ

の抑制が実現する。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 複 数 の ゲ ー ト 線 と 、 前 記 複 数 の ゲ ー ト 線 に 絶 縁 さ れ て 交 差 す る 複 数 の デ ー タ 線 と 、 前 記
複 数 の デ ー タ 線 と 前 記 ゲ ー ト 線 と が 交 差 し て 定 義 す る 領 域 に 形 成 さ れ 、 各 々 前 記 ゲ ー ト 線
と デ ー タ 線 と に 連 結 さ れ て い る ス イ ッ チ ン グ 素 子 を 有 す る 複 数 の 画 素 を 含 む 液 晶 パ ネ ル ア
セ ン ブ リ と 、
　 前 記 ゲ ー ト 線 に ゲ ー ト 電 圧 を 供 給 す る ゲ ー ト 駆 動 部 と 、
　 前 記 デ ー タ 線 に 印 加 さ れ る 画 像 デ ー タ に 該 当 す る デ ー タ 電 圧 を 供 給 す る 少 な く と も 一 つ
以 上 の デ ー タ 駆 動 部 と 、
　 外 部 か ら 印 加 さ れ る ｎ 番 目 の 画 像 デ ー タ と 保 存 さ れ て い る ｎ － １ 番 目 の 画 像 デ ー タ と を
比 較 し 、 比 較 結 果 に よ っ て ｎ 番 目 の 画 像 デ ー タ を 前 記 デ ー タ 駆 動 部 に 選 択 的 に 提 供 す る タ
イ ミ ン グ 制 御 部 と 、
　 を 含 む 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 タ イ ミ ン グ 制 御 部 は 、 前 記 比 較 結 果 に よ っ て 処 理 制 御 信 号 を 生 成 し て 前 記 デ ー タ 駆
動 部 に 提 供 し 、
　 前 記 デ ー タ 駆 動 部 は 、 保 存 さ れ て い た ｎ － １ 番 目 の 画 像 デ ー タ に 該 当 す る デ ー タ 電 圧 を
供 給 す る 保 持 モ ー ド と 、 前 記  ｎ － １ 番 目 の 画 像 デ ー タ を 反 転 さ せ そ れ に 該 当 す る デ ー タ
電 圧 を 供 給 す る 反 転 モ ー ド と 、 及 び タ イ ミ ン グ 制 御 部 か ら 提 供 さ れ る ｎ 番 目 の 画 像 デ ー タ
に 該 当 す る デ ー タ 電 圧 を 供 給 す る 更 新 モ ー ド の う ち の 前 記 処 理 制 御 信 号 に 基 づ い て 決 定 さ
れ る い ず れ か 一 つ の モ ー ド で 動 作 す る こ と を 特 徴 と す る 、
　 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 タ イ ミ ン グ 制 御 部 は
　 外 部 か ら 印 加 さ れ る ｎ 番 目 の 画 像 デ ー タ を 保 存 す る 第 １ ラ イ ン メ モ リ と 、
　 そ の 前 に 印 加 さ れ た ｎ － １ 番 目 の 画 像 デ ー タ が 保 存 さ れ て い る 第 ２ ラ イ ン メ モ リ と 、
　 前 記 ｎ 番 目 の 画 像 デ ー タ と ｎ － １ 番 目 の 画 像 デ ー タ と を 比 較 し て 処 理 制 御 信 号 を 生 成 す
る 制 御 信 号 生 成 部 と 、
　 を 含 み 、
　 前 記 制 御 信 号 生 成 部 は
　 ｎ 番 目 の 画 像 デ ー タ と ｎ － １ 番 目 の 画 像 デ ー タ の 全 て の ビ ッ ト が 互 い に 一 致 す る 場 合 に
は 、 前 記 デ ー タ 駆 動 部 が 前 記 保 持 モ ー ド で 動 作 す る よ う に 第 １ 状 態 の 処 理 制 御 信 号 を 生 成
し 、
　 ｎ 番 目 の 画 像 デ ー タ と ｎ － １ 番 目 の 画 像 デ ー タ の 全 て の ビ ッ ト が 互 い に 相 補 関 係 の 場 合
に は 、 前 記 デ ー タ 駆 動 部 が 前 記 反 転 モ ー ド で 動 作 す る よ う に 第 ２ 状 態 の 処 理 制 御 信 号 を 生
成 し 、
　 ｎ 番 目 の 画 像 デ ー タ の 少 な く と も 一 つ の ビ ッ ト と ｎ － １ 番 目 の 画 像 デ ー タ の 少 な く と も
一 つ の ビ ッ ト と が 互 い に 相 補 関 係 で な い か ま た は 不 一 致 で あ る 場 合 に は 、 前 記 デ ー タ 駆 動
部 が 前 記 更 新 モ ー ド で 動 作 す る よ う に 第 ３ 状 態 の 処 理 制 御 信 号 を 生 成 す る こ と を 特 徴 と す
る 、
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 タ イ ミ ン グ 制 御 部 は 、 ｎ 番 目 の 画 像 デ ー タ と ｎ － １ 番 目 の 画 像 デ ー タ の 全 て の ビ ッ
ト が 互 い に 一 致 す る か ま た は 相 補 関 係 で あ る 場 合 に は 、 ｎ 番 目 の 画 像 デ ー タ を デ ー タ 駆 動
部 に 提 供 し な い こ と を 特 徴 と す る 、
　 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 タ イ ミ ン グ 制 御 部 は 、 １ Ｈ 周 期 の 間 に ｎ 番 目 の 画 像 デ ー タ と ｎ － １ 番 目 の 画 像 デ ー
タ と を 比 較 し て 、 １ Ｈ 周 期 で 状 態 が 可 変 す る 処 理 制 御 信 号 を 生 成 し 、
　 前 記 デ ー タ 駆 動 部 が １ Ｈ 単 位 で 画 像 デ ー タ を 保 持 、 反 転 ま た は 更 新 処 理 す る こ と を 特 徴
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と す る 、
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 タ イ ミ ン グ 制 御 部 は 、 １ Ｈ 周 期 の 間 に 前 記 デ ー タ 駆 動 部 の 各 々 に お い て に ｎ 番 目 の
画 像 デ ー タ と ｎ － １ 番 目 の 画 像 デ ー タ と を 比 較 し て 、 １ Ｈ 周 期 で 前 記 デ ー タ 駆 動 部 の 個 数
と 同 様 の 回 数 状 態 が 可 変 す る 処 理 制 御 信 号 を 生 成 し 、
　 前 記 デ ー タ 駆 動 部 は 各 々 に 画 像 デ ー タ を 保 持 、 反 転 ま た は 更 新 処 理 す る こ と を 特 徴 と す
る 、
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 タ イ ミ ン グ 制 御 部 は 、 １ Ｈ 周 期 の 間 に 画 素 の 各 々 に お い て ｎ 番 目 の 画 像 デ ー タ と ｎ
－ １ 番 目 の 画 像 デ ー タ と を 比 較 し て 、 １ Ｈ 周 期 に 前 記 一 つ の ラ イ ン に 形 成 さ れ る 画 素 個 数
だ け 状 態 が 可 変 す る 処 理 制 御 信 号 を 生 成 し 、
　 前 記 デ ー タ 駆 動 部 が 各 々 の 画 素 単 位 で 画 像 デ ー タ を 保 持 、 反 転 ま た は 更 新 処 理 す る こ と
を 特 徴 と す る 、
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 処 理 制 御 信 号 は ２ ビ ッ ト の 信 号 で あ り 、
　 前 記 デ ー タ 駆 動 部 は
　 前 記 処 理 制 御 信 号 の 第 １ ビ ッ ト に 基 づ い て 排 他 的 論 理 和 演 算 を 遂 行 す る 排 他 的 論 理 和 演
算 器 、
　 前 記 処 理 制 御 信 号 の 第 ２ ビ ッ ト に 基 づ い て 、 前 記 排 他 的 論 理 和 演 算 器 か ら 提 供 さ れ る 信
号 で あ る 第 １ 入 力 と 、 前 記 タ イ ミ ン グ 制 御 部 か ら 提 供 さ れ る 画 像 デ ー タ で あ る 第 ２ 入 力 の
う ち の い ず れ か 一 つ を 選 択 し て 出 力 す る 第 １ マ ル チ プ レ ク サ ー と 、
　 ク ロ ッ ク 端 子 に 印 加 さ れ る 信 号 に 応 じ て 前 記 第 １ マ ル チ プ レ ク サ ー か ら 選 択 的 に 提 供 さ
れ る 画 像 デ ー タ を 出 力 す る Ｄ フ リ ッ プ フ ロ ッ プ と 、
　 印 加 さ れ る デ ー タ ク ロ ッ ク 信 号 と 桁 上 げ 信 号 と を 論 理 積 演 算 し て Ｄ フ リ ッ プ フ ロ ッ プ の
ク ロ ッ ク 端 子 に 結 果 を 提 供 す る 論 理 積 演 算 器 と 、
　 を 更 に 含 む 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 デ ー タ ク ロ ッ ク 信 号 は 、 ｎ 番 目 の 画 像 デ ー タ の 少 な く と も 一 つ の ビ ッ ト と ｎ － １ 番
目 の 画 像 デ ー タ の 少 な く と も 一 つ の ビ ッ ト と が 互 い に 不 一 致 で あ る か も し く は 相 補 関 係 で
な い 場 合 に 印 加 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、
　 請 求 項 ８ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 液 晶 表 示 装 置 は Ｃ Ｏ Ｇ （ chip on glass） 構 造 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 、
　 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 画 像 デ ー タ は Ｒ Ｓ Ｄ Ｓ （ reduced swing differential signaling） に よ っ て デ ー タ
駆 動 部 に 伝 送 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、
　 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 複 数 の ゲ ー ト 線 と 、 前 記 複 数 の ゲ ー ト 線 と 絶 縁 さ れ て 交 差 す る 複 数 の デ ー タ 線 と 、 前 記
複 数 の デ ー タ 線 と 前 記 ゲ ー ト 線 と が 交 差 し て 定 義 す る 領 域 に 形 成 さ れ 、 前 記 ゲ ー ト 線 と デ
ー タ 線 と に 連 結 さ れ て い る ス イ ッ チ ン グ 素 子 を 有 す る 複 数 の 画 素 を 含 む 液 晶 表 示 装 置 の 駆
動 方 法 に お い て 、
　 a） 前 記 デ ー タ 線 に 印 加 さ れ る 画 像 デ ー タ に よ る デ ー タ 電 圧 を 供 給 す る 段 階 と 、
　 b） 前 記 ゲ ー ト 線 に ゲ ー ト 電 圧 を 供 給 し て 前 記 デ ー タ 電 圧 が 画 素 に 印 加 さ せ る 段 階 と 、
を 含 み 、
　 前 記 a） 段 階 は 、
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　 現 在 提 供 さ れ て い る ｎ 番 目 の 画 像 デ ー タ と そ の 前 に 提 供 さ れ た ｎ － １ 番 目 の 画 像 デ ー タ
と を 比 較 す る 段 階 と 、
　 ｎ 番 目 の 画 像 デ ー タ と そ の 前 に 提 供 さ れ た ｎ － １ 番 目 の 画 像 デ ー タ と の 全 て の ビ ッ ト が
互 い に 一 致 す る 場 合 に は 、 ｎ － １ 番 目 の 画 像 デ ー タ に 該 当 す る デ ー タ 電 圧 が 前 記 デ ー タ 線
に 提 供 さ れ る 段 階 と 、
　 ｎ 番 目 の 画 像 デ ー タ と そ の 前 に 提 供 さ れ た ｎ － １ 番 目 の 画 像 デ ー タ の 全 て の ビ ッ ト と が
互 い に 相 補 関 係 に あ る 場 合 に は 、 ｎ － １ 番 目 の 画 像 デ ー タ が 反 転 さ れ 、 そ れ に 該 当 す る デ
ー タ 電 圧 が 前 記 デ ー タ 線 に 提 供 さ れ る 段 階 と 、
　 ｎ 番 目 の 画 像 デ ー タ の 少 な く と も 一 つ の ビ ッ ト と そ の 前 に 提 供 さ れ た ｎ － １ 番 目 の 画 像
デ ー タ の 少 な く と も 一 つ の ビ ッ ト と が 互 い に 不 一 致 も し く は 互 い に 相 補 関 係 で な い 場 合 に
は 、 ｎ 番 目 の 画 像 デ ー タ に 該 当 す る デ ー タ 電 圧 が 前 記 デ ー タ 線 に 提 供 さ れ る 段 階 と 、
　 を 含 む 、 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 a） 段 階 は 、
　 １ Ｈ 周 期 の 間 に ｎ 番 目 の 画 像 デ ー タ と ｎ － １ 番 目 の 画 像 デ ー タ と を 比 較 す る こ と を 特 徴
と す る 、
　 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 a） 段 階 は 、
　 １ Ｈ 周 期 の 間 に 液 晶 表 示 装 置 の 各 々 の デ ー タ 駆 動 部 別 に ｎ 番 目 の 画 像 デ ー タ と ｎ － １ 番
目 の 画 像 デ ー タ と を 比 較 す る こ と を 特 徴 と す る 、
　 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 a） 段 階 は 、
　 １ Ｈ 周 期 の 間 に お い て 各 々 の 画 素 別 に ｎ 番 目 の 画 像 デ ー タ と ｎ － １ 番 目 の 画 像 デ ー タ と
を 比 較 す る こ と を 特 徴 と す る 、
　 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 液 晶 表 示 装 置 及 び そ の 駆 動 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 来 、 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ や テ レ ビ な ど の 軽 量 化 及 び 薄 形 化 に 伴 い 、 デ ィ ス プ レ イ
装 置 も 軽 量 化 及 び 薄 形 化 が 求 め ら れ て お り 、 こ の よ う な 要 求 に 応 じ て 陰 極 線 管 の 代 わ り に
液 晶 表 示 装 置 （ liquid crystal display:LCD） の よ う な フ ラ ッ ト パ ネ ル 型 デ ィ ス プ レ イ が
開 発 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 液 晶 表 示 装 置 は 、 二 つ の 基 板 の 間 に 注 入 さ れ て い る 異 方 性 誘 電 率 を 有 す る 液 晶 物 質 に 電
界 を 印 加 し 、 こ の 電 界 の 強 さ を 調 節 し て 基 板 に 透 過 す る 光 の 量 を 調 節 す る こ と に よ っ て 所
望 の 画 像 信 号 を 得 る 表 示 装 置 で あ る 。 こ の よ う な 液 晶 表 示 装 置 は 携 帯 型 の フ ラ ッ ト パ ネ ル
型 デ ィ ス プ レ イ Ｆ Ｐ Ｄ Ｓ の 中 で 代 表 的 な も の で あ っ て 、 こ れ ら の 液 晶 表 示 装 置 の 中 で も 最
も 有 名 な も の は 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ （ thin　 film transistor:TFT） を ス イ ッ チ ン グ 素 子 と
し て 利 用 し た Ｔ Ｆ Ｔ -Ｌ Ｃ Ｄ で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 一 般 に 、 液 晶 表 示 装 置 は 走 査 信 号 を 伝 達 す る 複 数 の ゲ ー ト 線 と こ の ゲ ー ト 線 に 交 差 し て
形 成 さ れ て 画 像 デ ー タ を 伝 達 す る デ ー タ 線 と を 含 み 、 こ れ ら ゲ ー ト 線 と デ ー タ 線 に よ っ て
囲 ま れ た 領 域 に 形 成 さ れ 、 各 々 の ス イ ッ チ ン グ 素 子 を 通 じ て ゲ ー ト 線 と デ ー タ 線 と を 連 結
す る 行 列 形 態 の 複 数 の 画 素 を 含 む 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
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　 液 晶 表 示 装 置 の 各 画 素 に 画 像 デ ー タ を 印 加 す る た め に 、 ま ず 、 ゲ ー ト 線 に 順 次 に 走 査 信
号 の ゲ ー ト オ ン 信 号 を 印 加 し て こ の ゲ ー ト 線 に 連 結 さ れ た ス イ ッ チ ン グ 素 子 を 順 次 に オ ン
さ せ る と 同 時 に 、 前 記 ゲ ー ト 線 に 対 応 す る 画 素 線 に 印 加 す る 画 像 デ ー タ （ よ り 具 体 的 に は
グ レ ー 電 圧 ） を 各 デ ー タ 線 に 供 給 す る 。 そ う す る と 、 デ ー タ 線 に 供 給 さ れ た 画 像 デ ー タ は
オ ン し た ス イ ッ チ ン グ 素 子 を 通 じ て 各 画 素 に 印 加 さ れ る 。 も し 、 １ フ レ ー ム 周 期 の 間 に 全
て の ゲ ー ト 線 に 順 次 に ゲ ー ト オ ン 信 号 を 印 加 さ れ る こ と に よ り 全 て の 画 素 列 に 画 像 デ ー タ
を 印 加 さ れ る と 、 一 つ の フ レ ー ム の 画 像 は 表 示 さ れ う る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 全 般 的 な 動 作 を 制 御 す る タ イ ミ ン グ 制 御 部 は 、 画 像 デ ー タ か ら デ ー タ 駆 動 Ｉ Ｃ に 送 信 し
、 デ ー タ 駆 動 Ｉ Ｃ は 受 信 し た 画 像 デ ー タ を 上 述 し た よ う に 画 素 に 印 加 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 一 方 、 液 晶 表 示 装 置 の 解 像 度 が 高 く な る ほ ど 画 像 デ ー タ の 周 波 数 が 増 加 す る 。 従 っ て 、
印 刷 回 路 基 板 Ｐ Ｃ Ｂ （ PCB:printed circuit board） で は 、 増 加 さ れ た 周 波 数 を 扱 う こ と
が で き な い の で 、 タ イ ミ ン グ 制 御 部 か ら デ ー タ 駆 動 Ｉ Ｃ に 画 像 デ ー タ を 伝 送 す る デ ー タ バ
ス の 数 を 増 加 さ せ る 。 こ の と き 、 デ ー タ バ ス の 数 が 増 加 す れ ば 消 費 電 力 と 同 様 に 、 電 磁 妨
害 Ｅ Ｍ Ｉ （ Electro Magnetic Interference： Ｅ Ｍ Ｉ ） が 増 加 す る よ う に な る 。 し た が っ
て 、 タ イ ミ ン グ 制 御 部 か ら 画 像 デ ー タ を 駆 動 Ｉ Ｃ に 伝 送 す る 方 は 更 に 重 要 視 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 特 に 、 液 晶 表 示 装 置 の タ イ ミ ン グ 制 御 部 が 画 像 デ ー タ を ８ ビ ッ ト の 二 進 コ ー ド 化 し て デ
ー タ バ ス を 通 じ て 駆 動 Ｉ Ｃ に 伝 送 す る た め に 、 現 在 の デ ー タ と 次 の デ ー タ の コ ー ド 転 換 が
頻 繁 に 発 生 し 、 電 力 消 耗 が 増 加 す る よ う に な る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 つ ま り 、 デ ー タ 伝 送 時 の 消 耗 電 力 は Ｐ ＝ ｃ Ｖ ２ ｆ （ こ こ で 、 ｃ は Ｐ Ｃ Ｂ の キ ャ パ シ タ ン
ス を 、 Ｖ は 電 圧 の ス イ ン グ 幅 を 、 ｆ は 画 像 デ ー タ 転 換 の 周 波 数 を 示 す ） と 表 せ る こ と が で
き る の で 、 デ ー タ 伝 送 時 に デ ー タ 転 換 が よ り 頻 繁 に 発 生 す る ほ ど 電 力 消 耗 が 増 加 す る よ う
に な る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 が 目 的 と す る 技 術 的 課 題 は 、 液 晶 表 示 装 置 の 画 像 デ ー タ の 伝 送 時 に お け る 消 費 電
力 を 減 少 さ せ る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の よ う な 技 術 的 課 題 を 達 成 す る た め の 本 発 明 の 特 徴 に よ る 液 晶 表 示 装 置 は 、 複 数 の ゲ
ー ト 線 と 、 前 記 複 数 の ゲ ー ト 線 に 絶 縁 さ れ て 交 差 す る 複 数 の デ ー タ 線 と 、 前 記 複 数 の デ ー
タ 線 と 前 記 ゲ ー ト 線 と が 交 差 し て 定 義 す る 領 域 に 形 成 さ れ て 、 各 々 前 記 ゲ ー ト 線 と デ ー タ
線 と に 連 結 さ れ て い る ス イ ッ チ ン グ 素 子 を 有 す る 複 数 の 画 素 を 含 む 液 晶 パ ネ ル ア セ ン ブ リ
と 、 前 記 ゲ ー ト 線 に ゲ ー ト 電 圧 を 供 給 す る ゲ ー ト 駆 動 部 と 、 前 記 デ ー タ 線 に 印 加 さ れ る 画
像 デ ー タ に 該 当 す る デ ー タ 電 圧 を 供 給 す る 少 な く と も 一 つ 以 上 の デ ー タ 駆 動 部 と 、 外 部 か
ら 印 加 さ れ る ｎ 番 目 の 画 像 デ ー タ と 保 存 さ れ て い る ｎ － １ 番 目 の 画 像 デ ー タ と を 比 較 し 、
比 較 結 果 に よ っ て ｎ 番 目 の 画 像 デ ー タ を 前 記 デ ー タ 駆 動 部 に 選 択 的 に 提 供 す る タ イ ミ ン グ
制 御 部 と を 含 む 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ こ で 、 前 記 タ イ ミ ン グ 制 御 部 は 、 前 記 比 較 結 果 に よ っ て 処 理 制 御 信 号 を 生 成 し て 前 記
デ ー タ 駆 動 部 に 提 供 し 、 前 記 デ ー タ 駆 動 部 は 、 保 存 さ れ て い た ｎ － １ 番 目 の 画 像 デ ー タ に
該 当 す る デ ー タ 電 圧 を 供 給 す る 保 持 モ ー ド 、 前 記 ｎ － １ 番 目 の 画 像 デ ー タ を 反 転 さ せ て そ
れ に 該 当 す る デ ー タ 電 圧 を 供 給 す る 反 転 モ ー ド 、 タ イ ミ ン グ 制 御 部 か ら 提 供 さ れ る ｎ 番 目
の 画 像 デ ー タ に 該 当 す る デ ー タ 電 圧 を 供 給 す る 更 新 モ ー ド の う ち の 前 記 処 理 制 御 信 号 に 基
づ い て 決 定 さ れ る い ず れ か 一 つ の モ ー ド で 動 作 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
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　 こ の 時 、 前 記 タ イ ミ ン グ 制 御 部 は 、 外 部 か ら 印 加 さ れ る ｎ 番 目 の 画 像 デ ー タ を 保 存 す る
第 １ ラ イ ン メ モ リ と 、 そ の 前 に 印 加 さ れ た ｎ － １ 番 目 の 画 像 デ ー タ が 保 存 さ れ て い る 第 ２
ラ イ ン メ モ リ と 、 及 び 前 記 ｎ 番 目 の 画 像 デ ー タ と ｎ － １ 番 目 の 画 像 デ ー タ と を 比 較 し て 処
理 制 御 信 号 を 生 成 す る 制 御 信 号 生 成 部 と を 含 む 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 特 に 、 前 記 制 御 信 号 生 成 部 は 、 ｎ 番 目 の 画 像 デ ー タ と ｎ － １ 番 目 の 画 像 デ ー タ の 全 て の
ビ ッ ト が 互 い に 一 致 す る 場 合 に は 、 デ ー タ 駆 動 部 が 保 持 モ ー ド で 動 作 す る よ う に 第 １ 状 態
の 処 理 制 御 信 号 を 生 成 し 、 ｎ 番 目 の 画 像 デ ー タ と ｎ － １ 番 目 の 画 像 デ ー タ の 全 て の ビ ッ ト
が 互 い に 相 補 関 係 の 場 合 に は 、 デ ー タ 駆 動 部 が 反 転 モ ー ド で 動 作 す る よ う に 第 ２ 状 態 の 処
理 制 御 信 号 を 生 成 し 、 ｎ 番 目 の 画 像 デ ー タ の 少 な く と も 一 つ の ビ ッ ト と ｎ － １ 番 目 の 画 像
デ ー タ の 少 な く と も 一 つ の ビ ッ ト と が 、 互 い に 相 補 関 係 で な い か ま た は 不 一 致 で あ る 場 合
に は 、 デ ー タ 駆 動 部 が 更 新 モ ー ド で 動 作 す る よ う に 第 ３ 状 態 の 処 理 制 御 信 号 を 生 成 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 一 方 、 前 記 タ イ ミ ン グ 制 御 部 は 、 ｎ 番 目 の 画 像 デ ー タ と ｎ － １ 番 目 の 画 像 デ ー タ の 全 て
の ビ ッ ト が 、 互 い に 一 致 す る か ま た は 相 補 関 係 の 場 合 に は 、 n番 目 の 画 像 デ ー タ を デ ー タ
駆 動 部 に 提 供 し な い こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ の よ う な 特 徴 を 有 す る 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、 前 記 タ イ ミ ン グ 制 御 部 は 、 １ Ｈ 周 期 の
間 に ｎ 番 目 の 画 像 デ ー タ と ｎ － １ 番 目 の 画 像 デ ー タ と を 比 較 し て 、 １ Ｈ 周 期 で 状 態 が 可 変
す る 処 理 制 御 信 号 を 生 成 す る こ と が で き 、 こ の 場 合 、 前 記 デ ー タ 駆 動 部 が １ Ｈ 単 位 で 画 像
デ ー タ を 保 持 、 ま た は 反 転 ま た は 更 新 処 理 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 前 記 タ イ ミ ン グ 制 御 部 は 、 １ Ｈ 周 期 の 間 に 前 記 デ ー タ 駆 動 部 の 各 々 に お い て ｎ 番
目 の 画 像 デ ー タ と ｎ － １ 番 目 の 画 像 デ ー タ と を 比 較 し て 、 １ Ｈ 周 期 で 前 記 デ ー タ 駆 動 部 の
個 数 と 同 様 の 回 数 状 態 が 可 変 す る 処 理 制 御 信 号 を 生 成 す る こ と が で き 、 こ の 場 合 、 前 記 デ
ー タ 駆 動 部 は 各 々 に 画 像 デ ー タ を 保 持 、 ま た は 反 転 ま た は 更 新 処 理 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 前 記 タ イ ミ ン グ 制 御 部 は 、 １ Ｈ 周 期 の 間 に 画 素 の 各 々 に お い て ｎ 番 目 の 画 像 デ ー
タ と ｎ － １ 番 目 の 画 像 デ ー タ と を 比 較 し て 、 １ Ｈ 周 期 で 前 記 一 つ の ラ イ ン に 形 成 さ れ る 画
素 個 数 だ け 状 態 が 可 変 す る 処 理 制 御 信 号 を 生 成 す る こ と が で き 、 前 記 デ ー タ 駆 動 部 が 各 々
の 画 素 単 位 で 画 像 デ ー タ を 保 持 、 ま た は 反 転 ま た は 更 新 処 理 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 一 方 、 前 記 処 理 制 御 信 号 は ２ ビ ッ ト の 信 号 に す る こ と が で き 、 こ の 場 合 、 前 記 デ ー タ 駆
動 部 は 、 前 記 処 理 制 御 信 号 の 第 １ ビ ッ ト に 基 づ い て 排 他 的 論 理 和 演 算 を 遂 行 す る 排 他 的 論
理 和 演 算 器 、 前 記 処 理 制 御 信 号 の 第 ２ ビ ッ ト に 基 づ い て 前 記 排 他 的 論 理 和 演 算 器 か ら 提 供
さ れ る 信 号 で あ る 第 １ 入 力 と 、 前 記 タ イ ミ ン グ 制 御 部 か ら 提 供 さ れ る 画 像 デ ー タ で あ る 第
２ 入 力 の う ち の い ず れ か 一 つ を 選 択 し て 出 力 す る 第 １ マ ル チ プ レ ク サ ー 、 ク ロ ッ ク 端 子 に
印 加 さ れ る 信 号 に 応 じ て 前 記 第 １ マ ル チ プ レ ク サ ー か ら 選 択 的 に 提 供 さ れ る 画 像 デ ー タ を
出 力 す る Ｄ フ リ ッ プ フ ロ ッ プ 、 及 び 印 加 さ れ る デ ー タ ク ロ ッ ク 信 号 及 び 桁 上 げ 信 号 を 論 理
積 演 算 し て Ｄ フ リ ッ プ フ ロ ッ プ の ク ロ ッ ク 端 子 に 結 果 的 を 提 供 す る 論 理 積 演 算 器 を 含 む こ
と が で き る 。 こ こ で 、 前 記 デ ー タ ク ロ ッ ク 信 号 は 、 ｎ 番 目 の 画 像 デ ー タ の 少 な く と も １ つ
の ビ ッ ト と ｎ － １ 番 目 の 画 像 デ ー タ の 少 な く と も 一 つ の ビ ッ ト と が 互 い に 不 一 致 で あ る か
も し く は 相 補 関 係 で な い 場 合 に 印 加 で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 そ し て 、 前 記 液 晶 表 示 装 置 は Ｃ Ｏ Ｇ （ chip on glass） 構 造 か ら な り 、 前 記 画 像 デ ー タ
は Ｒ Ｓ Ｄ Ｓ （ reduced swing differential signaling） に よ っ て デ ー タ 駆 動 部 に 伝 送 さ れ
る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 の 他 の 特 徴 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 は 、 複 数 の ゲ ー ト 線 と 、 前 記 複 数 の ゲ
ー ト 線 に 絶 縁 さ れ て 交 差 す る 複 数 の デ ー タ 線 と 、 前 記 複 数 の デ ー タ 線 と 前 記 ゲ ー ト 線 と が
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交 差 し て 定 義 す る 領 域 に 形 成 さ れ て 、 前 記 ゲ ー ト 線 と デ ー タ 線 と に 連 結 さ れ て い る ス イ ッ
チ ン グ 素 子 を 有 す る 複 数 の 画 素 を 含 む 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 で あ っ て 、 前 記 デ ー タ 線 に
印 加 さ れ る 画 像 デ ー タ に よ る デ ー タ 電 圧 を 供 給 す る 段 階 と 、 前 記 ゲ ー ト 線 に ゲ ー ト 電 圧 を
供 給 し て 前 記 デ ー タ 電 圧 が 画 素 に 印 加 さ せ る 段 階 と を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ こ で 、 前 記 段 階 は 、 現 在 提 供 さ れ る ｎ 番 目 の 画 像 デ ー タ と そ の 前 に 提 供 さ れ た ｎ － １
番 目 の 画 像 デ ー タ と を 比 較 す る 段 階 と 、 ｎ 番 目 の 画 像 デ ー タ と そ の 前 に 提 供 さ れ た ｎ － １
番 目 の 画 像 デ ー タ の 全 て の ビ ッ ト が 互 い に 一 致 す る 場 合 に は 、 ｎ － １ 番 目 の 画 像 デ ー タ に
該 当 す る デ ー タ 電 圧 が 前 記 デ ー タ 線 に 提 供 さ れ る 段 階 と 、 ｎ 番 目 の 画 像 デ ー タ と そ の 前 に
提 供 さ れ た ｎ － １ 番 目 の 画 像 デ ー タ の 全 て の ビ ッ ト と が 互 い に 相 補 関 係 の 場 合 に は 、 ｎ －
１ 番 目 の 画 像 デ ー タ が 反 転 さ れ 、 そ れ に 該 当 す る デ ー タ 電 圧 が 前 記 デ ー タ 線 に 提 供 さ れ る
段 階 と 、 ｎ 番 目 の 画 像 デ ー タ の 少 な く と も 一 つ の ビ ッ ト と そ の 前 に 提 供 さ れ た ｎ － １ 番 目
の 画 像 デ ー タ の 少 な く と も 一 つ の ビ ッ ト と が 、 互 い に 不 一 致 で あ る か ま た は 相 補 関 係 で な
い 場 合 に は 、 ｎ 番 目 の 画 像 デ ー タ に 該 当 す る デ ー タ 電 圧 が 前 記 デ ー タ 線 に 提 供 さ れ る 段 階
を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ の よ う な 段 階 は 、 １ Ｈ 周 期 の 間 に ｎ 番 目 の 画 像 デ ー タ と ｎ － １ 番 目 の 画 像 デ ー タ を 比
較 す る 。 ま た 、 １ Ｈ 周 期 の 間 に 液 晶 表 示 装 置 の 各 々 の デ ー タ 駆 動 部 別 に ｎ 番 目 の 画 像 デ ー
タ と ｎ － １ 番 目 の 画 像 デ ー タ を 比 較 す る こ と が で き 、 １ Ｈ 周 期 の 間 に お い て 各 々 の 画 素 別
に ｎ 番 目 の 画 像 デ ー タ と ｎ － １ 番 目 の 画 像 デ ー タ を 比 較 す る こ と も で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 の 実 施 例 に よ れ ば 、 タ イ ミ ン グ 制 御 部 と デ ー タ 駆 動 部 の 間 の 画 像 デ ー タ 伝 送 を 最
小 化 す る こ と が で き る の で 、 画 像 デ ー タ ス イ ッ チ ン グ 時 の 消 費 電 力 を 減 少 さ せ る こ と が で
き 、 ス イ ッ チ ン グ 時 に 発 生 す る Ｅ Ｍ Ｉ を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 技 術 分 野 に お け る 通 常 の 知 識 を 有 す る 者 が 本 発 明 を 容 易 に 実 施 で き る 最
も 好 ま し い 実 施 例 を 、 添 付 し た 図 面 を 参 照 し て 詳 細 に 説 明 す る 。 し か し 、 発 明 は こ の 実 施
例 に 限 ら ず 多 く の 異 な っ た か た ち で も 実 施 で き る 。 こ こ で 、 図 面 に お い て 、 層 の 厚 さ お よ
び 領 域 は 、 数 字 や 要 素 が 参 照 さ れ て い る よ う に 明 瞭 に 示 さ れ る 。 そ し て 、 層 や 領 域 も し く
は 基 板 に 他 の 要 素 が “ の 上 に ” と 引 用 さ れ て い る 場 合 、 そ れ ら の 直 接 上 に は 別 の 要 素 あ る
い は 介 在 す る 要 素 が 存 在 す る こ と を 示 す 。 こ れ と は 対 照 的 に 、 他 の 要 素 が “ 直 接 上 に ” と
引 用 さ れ て い る 場 合 、 こ の 要 素 と 層 や 領 域 、 基 板 の 間 に は 、 介 在 す る 要 素 は 存 在 し な い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 １ は 本 発 明 の 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の 構 造 を 概 略 的 に 示 し た 図 面 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 １ に よ る と 、 本 発 明 の 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 は 、 液 晶 パ ネ ル ア セ ン ブ リ １ と 、 ゲ
ー ト 駆 動 部 ２ と 、 デ ー タ 駆 動 部 ３ と 、 駆 動 電 圧 発 生 部 ４ と 、 タ イ ミ ン グ 制 御 部 ５ と 、 及 び
グ レ ー 電 圧 発 生 部 ６ と か ら な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 液 晶 パ ネ ル ア セ ン ブ リ １ は 二 つ の 基 板 （ 例 え ば 、 Ｔ Ｆ Ｔ ア レ ー 基 板 や カ ラ ー フ ィ ル タ ー
基 板 ） か ら 構 成 さ れ 、 一 つ の 基 板 に 複 数 の デ ー タ 線 と 複 数 の ゲ ー ト 線 が 互 い に 交 差 し て 形
成 さ れ 、 ゲ ー ト 線 と デ ー タ 線 が 交 差 し て 定 義 さ れ た そ れ ぞ れ の 領 域 に 画 素 が 形 成 さ れ て い
る 。 各 画 素 は ゲ ー ト 電 極 と 、 ソ ー ス 電 極 と 、 ド レ ー ン 電 極 が 各 々 ゲ ー ト 線 と 、 デ ー タ 線 と
、 画 素 電 極 に 連 結 し て い る ス イ ッ チ ン グ 素 子 で あ る Ｔ Ｆ Ｔ と を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 タ イ ミ ン グ 制 御 部 ５ は 、 Ｒ （ red） 、 Ｇ （ green） 、 Ｂ （ blue） デ ー タ 信 号 、 フ レ ー ム 区
別 信 号 で あ る 垂 直 同 期 信 号 Ｖ ｓ ｙ ｎ ｃ 、 行 区 別 信 号 で あ る 水 平 同 期 信 号 Ｈ ｓ ｙ ｎ ｃ 及 び メ
ー ン ク ロ ッ ク 信 号 Ｃ Ｌ Ｋ を 液 晶 表 示 装 置 モ ジ ュ ー ル 外 部 の グ ラ フ ィ ッ ク 制 御 部 （ 図 示 せ ず
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） か ら 受 信 し 、 ゲ ー ト 駆 動 部 ２ 及 び デ ー タ 駆 動 部 ３ を 駆 動 す る た め の デ ジ タ ル 信 号 を 出 力
す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 タ イ ミ ン グ 制 御 部 ５ か ら ゲ ー ト 駆 動 部 ２ に 出 力 す る タ イ ミ ン グ 信 号 に は 、 ゲ ー ト 線 に ゲ
ー ト オ ン 電 圧 を 印 加 す る た め の 、 ゲ ー ト オ ン 電 圧 の 印 加 開 始 を 命 令 す る 垂 直 開 始 信 号 Ｖ ｓ
ｔ ａ ｒ ｔ と 、 こ の ゲ ー ト オ ン 電 圧 を そ れ ぞ れ の ゲ ー ト 線 に 順 次 に 印 加 す る た め の ゲ ー ト ク
ロ ッ ク 信 号 （ 以 下 、 Ｃ Ｐ Ｖ 信 号 と 称 す る ） と 、 及 び ゲ ー ト 駆 動 部 ２ の 出 力 を イ ネ ー ブ ル に
す る ゲ ー ト オ ン イ ネ ー ブ ル 信 号 Ｏ Ｅ と が あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 タ イ ミ ン グ 制 御 部 ５ か ら デ ー タ 駆 動 部 ３ に 出 力 す る タ イ ミ ン グ 信 号 に は 、 グ ラ フ ィ ッ ク
制 御 器 か ら 受 信 し た デ ジ タ ル デ ー タ 信 号 [Ｒ （ ０ ： Ｎ ） 、 Ｇ （ ０ ： Ｎ ） 、 Ｂ （ ０ ： Ｎ ） ]を
デ ー タ 駆 動 部 ３ に 入 力 す る こ と を 命 令 す る 水 平 開 始 信 号 Ｈ ｓ ｔ ａ ｒ ｔ と 、 デ ー タ 駆 動 部 ３
内 で ア ナ ロ グ に 変 換 さ れ た デ ー タ 信 号 を パ ネ ル に 印 加 す る こ と を 命 令 す る 信 号 （ 以 下 、 “
Ｌ Ｏ Ａ Ｄ 信 号 ” と 称 す る ） と 、 及 び デ ー タ 駆 動 部 ３ 内 に お い て デ ー タ シ フ ト を す る た め の
水 平 ク ロ ッ ク 信 号 Ｈ Ｃ Ｌ Ｋ と が あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 特 に 、 本 発 明 の 実 施 例 で は 、 デ ー タ 駆 動 部 ３ が 、 入 力 さ れ る 画 像 デ ー タ を 保 持 、 ま た は
反 転 、 ま た は 更 新 ま た は 入 力 す る よ う に 、 処 理 制 御 信 号 Ｃ Ｔ Ｒ Ｌ を 生 成 し て デ ー タ 駆 動 部
３ に 提 供 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 例 え ば 、 処 理 制 御 信 号 （ Ｃ Ｔ Ｒ Ｌ ） は 、 次 の 表 １ よ う な 状 態 で 動 作 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　 デ ー タ 駆 動 部 ３ は ソ ー ス 駆 動 部 と も 呼 ば れ 、 液 晶 パ ネ ル ア セ ン ブ リ １ 内 の 各 画 素 に 伝 達
さ れ る 電 圧 値 を 一 つ の ラ イ ン ず つ に 印 加 す る 役 割 を 果 た す 。 よ り 詳 し く は 、 デ ー タ 駆 動 部
３ は 、 タ イ ミ ン グ 制 御 部 ５ か ら 受 信 さ れ る デ ジ タ ル デ ー タ を デ ー タ 駆 動 部 ３ 内 の シ フ ト レ
ジ ス タ ー 内 に 保 存 し 、 LOAD信 号 を 受 信 す る と そ れ ぞ れ の デ ー タ に 該 当 す る 電 圧 を 選 択 し 、
液 晶 パ ネ ル ア セ ン ブ リ １ 内 に 選 択 さ れ た 電 圧 を 伝 達 す る 。 特 に 、 本 発 明 の 実 施 例 で は 、 デ
ー タ 駆 動 部 ３ は 、 タ イ ミ ン グ 制 御 部 ５ か ら 提 供 さ れ る 処 理 制 御 信 号 Ｃ Ｔ Ｒ Ｌ [１ :０ ]に 基
づ き 、 タ イ ミ ン グ 制 御 部 ５ か ら 画 像 デ ー タ の 提 供 を 判 断 し 、 判 断 結 果 に 基 づ き 、 画 像 デ ー
タ で 指 定 の 処 理 を 実 行 し 画 像 デ ー タ を 処 理 し て 液 晶 パ ネ ル ア セ ン ブ リ １ に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 前 記 表 １ に よ る と 、 処 理 制 御 信 号 Ｃ Ｔ Ｒ Ｌ が Ｃ Ｔ Ｒ Ｌ [１ :０ ]=‘ ０ ０ ’ で あ る 場 合 、 デ
ー タ 駆 動 部 ３ は 、 タ イ ミ ン グ 制 御 部 ５ か ら の 画 像 デ ー タ 入 力 を 無 視 し 、 LOAD信 号 に 応 じ て
液 晶 パ ネ ル ア セ ン ブ リ １ の 代 わ り に 、 シ フ ト レ ジ ス タ ー に 保 存 さ れ て い た 画 像 デ ー タ を そ
の ま ま 保 持 し て 供 給 す る 。 し か し 、 処 理 制 御 信 号 Ｃ Ｔ Ｒ Ｌ が Ｃ Ｔ Ｒ Ｌ [１ :０ ]=‘ ０ １ ’ で
あ る 場 合 、 デ ー タ 駆 動 部 ３ は 、 タ イ ミ ン グ 制 御 部 ５ か ら の 画 像 デ ー タ 入 力 を 無 視 し 、 シ フ
ト レ ジ ス タ ー に 保 存 し て い た 画 像 デ ー タ を 反 転 さ せ て 液 晶 パ ネ ル ア セ ン ブ リ １ に 供 給 す る
。 一 方 、 処 理 制 御 信 号 Ｃ Ｔ Ｒ Ｌ が Ｃ Ｔ Ｒ Ｌ [１ :０ ]=‘ １ ｘ ’ で あ る 場 合 、 デ ー タ 駆 動 部 ３
は 、 タ イ ミ ン グ 制 御 部 ５ か ら 提 供 さ れ る 画 像 デ ー タ を 受 信 し て シ フ ト レ ジ ス タ ー に 保 存 し
、 LOAD信 号 に 応 じ て 画 像 デ ー タ を 液 晶 パ ネ ル ア セ ン ブ リ １ に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ゲ ー ト 駆 動 部 ２ は ス キ ャ ン 駆 動 部 と も 呼 ば れ 、 デ ー タ 駆 動 部 ３ か ら の デ ー タ が 画 素 に 伝
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達 さ れ る よ う に 経 路 を 開 く 役 割 を 果 た す 。 液 晶 パ ネ ル ア セ ン ブ リ １ の 各 画 素 は ス イ ッ チ 役
割 を 果 た し て い る Ｔ Ｆ Ｔ に よ っ て オ ン ま た は オ フ に な り 、 こ の Ｔ Ｆ Ｔ の オ ン ／ オ フ は ゲ ー
ト に 一 定 の 電 圧 Ｖ ｏ ｎ ／ Ｖ ｏ ｆ ｆ が ゲ ー ト に 印 加 さ れ る こ と に よ っ て 行 な わ れ る 。 ゲ ー ト
駆 動 部 ２ は 、 タ イ ミ ン グ 制 御 部 ５ か ら 出 力 さ れ た Ｃ Ｐ Ｖ 信 号 と ０ Ｅ 信 号 と を 受 信 し て 、 二
つ の 信 号 Ｃ Ｐ Ｖ 及 び Ｏ Ｅ に 同 期 す る ゲ ー ト オ ン 電 圧 （ Ｇ １ 、 Ｇ ２ 、 ． ． ． 、 Ｇ ｎ ） を ゲ ー
ト 線 に 順 次 に 印 加 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 グ レ ー 電 圧 発 生 部 ６ は グ ラ フ ィ ッ ク 制 御 器 （ 図 示 せ ず ） か ら 提 供 さ れ る RGBデ ー タ の ビ
ッ ト 数 に よ っ て 等 分 さ れ た グ レ ー 電 圧 を 発 生 さ せ て デ ー タ 駆 動 部 ３ に 提 供 す る 。 デ ー タ 駆
動 部 ３ は 、 タ イ ミ ン グ 制 御 部 ５ に よ り 出 力 さ れ る 信 号 に よ っ て 駆 動 さ れ 、 ゲ ー ト 駆 動 部 ２
の 駆 動 に 同 期 し て デ ー タ 電 圧 （ Ｄ １ 、 Ｄ ２ 、 ． ． ． 、 Ｄ ｍ ） を 全 て の デ ー タ 線 に 印 加 す る
。 デ ー タ 電 圧 （  Ｄ １ 、 Ｄ ２ 、 ． ． ． 、 Ｄ ｍ  ） は 、 デ ー タ 線 の 遅 延 に 大 き く 影 響 を 受 け な
い と 仮 定 す れ ば 、 ゲ ー ト オ ン 電 圧 （  Ｇ １ 、 Ｇ ２ 、 ． ． ． 、 Ｇ ｎ  ） の ハ イ 状 態 の 区 間 に 同
期 す る 区 間 の 間 に 当 該 画 素 は 充 電 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 一 方 、 Ｔ Ｆ Ｔ の ゲ ー ト を オ ン に す る Ｖ ｏ ｎ 電 圧 と ゲ ー ト を オ フ に す る Ｖ ｏ ｆ ｆ 電 圧 は 駆
動 電 圧 発 生 部 ４ で 生 成 さ れ る 。 駆 動 電 圧 発 生 部 ４ は 、 前 記 Ｖ ｏ ｎ 、 Ｖ ｏ ｆ ｆ 電 圧 と 同 様 に
画 素 内 の デ ー タ 電 圧 差 の 基 準 と な る Ｖ ｃ ｏ ｍ 電 圧 も 生 成 し て 、 Ｖ ｃ ｏ ｍ 電 圧 は 各 画 素 の 共
通 電 極 に 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 こ の よ う な 構 造 か ら な る 本 発 明 の 実 施 例 に よ る と 、 液 晶 表 示 装 置 の タ イ ミ ン グ 制 御 部 は
、 外 部 の グ ラ フ ィ ッ ク 制 御 器 （ 図 示 せ ず ） か ら 提 供 さ れ る ｎ 番 目 の ラ イ ン の 画 像 デ ー タ （
以 下 、 “ ｎ 番 目 の 画 像 デ ー タ ” と 称 す る ） と 、 そ の 前 に 提 供 さ れ た ｎ － １ 番 目 の ラ イ ン の
画 像 デ ー タ （ 以 下 、 “ ｎ 番 目 の 画 像 デ ー タ ” と 称 す る ） と を 比 較 し 、 二 つ の 画 像 デ ー タ が
一 致 す る か ま た は 互 い に 相 補 的 な 関 係 を 有 す る 場 合 に は 、 タ イ ミ ン グ 制 御 部 は に 画 像 デ ー
タ を 出 力 せ ず に 処 理 制 御 信 号 だ け を 出 力 し て 、 デ ー タ 駆 動 部 が 以 前 に 提 供 を 受 け た ｎ － １
番 目 の 画 像 デ ー タ に 基 づ い て 液 晶 パ ネ ル ア セ ン ブ リ に デ ー タ 電 圧 を 供 給 す る 。 そ し て 、 二
つ の 画 像 デ ー タ が 互 い に 不 一 致 で あ る か ま た は 相 補 的 な 関 係 で な い 場 合 に は 、 タ イ ミ ン グ
制 御 部 は 現 在 提 供 さ れ る ｎ 番 目 の 画 像 デ ー タ と 共 に 処 理 制 御 信 号 を 出 力 し て 、 デ ー タ 駆 動
部 が ｎ 番 目 の 画 像 デ ー タ に 該 当 す る デ ー タ 電 圧 を 液 晶 パ ネ ル ア セ ン ブ リ に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 こ の よ う に 、 ｎ 番 目 の 画 像 デ ー タ と ｎ － １ 番 目 の 画 像 デ ー タ と の 関 係 に よ っ て 、 タ イ ミ
ン グ 制 御 部 が 選 択 的 に 画 像 デ ー タ を デ ー タ 駆 動 部 に 提 供 す る こ と に よ り 、 画 像 デ ー タ の 伝
送 に よ る 消 費 電 力 を 減 少 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 ２ に 、 こ の よ う な 画 像 デ ー タ の 比 較 の た め の タ イ ミ ン グ 制 御 部 の 構 造 を 簡 略 に 示 し た
。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 図 ２ を 参 照 す る と 、 本 発 明 の 実 施 例 に よ る タ イ ミ ン グ 制 御 部 は 、 外 部 か ら 印 加 さ れ る ｎ
番 目 の 画 像 デ ー タ （ Ｄ ｎ ） を 保 存 す る 第 １ ラ イ ン メ モ リ ５ １ と 、 そ の 前 に 印 加 さ れ た ｎ －
１ 番 目 の 画 像 デ ー タ （ Ｄ ｎ － １ ） を 保 存 す る 第 ２ ラ イ ン メ モ リ ５ ２ と 、 及 び ｎ 番 目 の 画 像
デ ー タ と ｎ － １ 番 目 の 画 像 デ ー タ を 比 較 し て 処 理 制 御 信 号 を 生 成 す る 制 御 信 号 生 成 部 ５ ３
と を 含 む 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 制 御 信 号 生 成 部 ５ ３ は 、 ｎ 番 目 の 画 像 デ ー タ と ｎ － １ 番 目 の 画 像 デ ー タ と を 比 較 し て 、
そ れ に 該 当 す る 比 較 結 果 と し て “ ０ ” ま た は “ １ ” の 第 １ 信 号 及 び 第 ２ 信 号 を 出 力 す る デ
ー タ 比 較 部 ５ ３ １ と 、 デ ー タ 比 較 部 ５ ３ １ か ら 出 力 さ れ る 第 １ 信 号 と 印 加 さ れ る 画 素 ク ロ
ッ ク 信 号 Ｐ Ｃ を 論 理 積 演 算 し て カ ウ ン テ ィ ン グ 信 号 を 出 力 す る 論 理 積 演 算 器 ５ ３ ２ と 、 カ
ウ ン テ ィ ン グ 信 号 を カ ウ ン ト す る 第 １ カ ウ ン タ ー ５ ３ ３ と 、 デ ー タ 比 較 部 ５ ３ １ か ら 出 力
さ れ る 第 ２ 信 号 を 保 存 す る 第 １ レ ジ ス タ ー ５ ３ ４ と 、 第 １ レ ジ ス タ ー ５ ３ ４ に 保 存 さ れ た
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信 号 と 第 １ カ ウ ン タ ー ５ ３ ３ の カ ウ ン ト 値 に よ っ て 処 理 制 御 信 号 Ｃ Ｔ Ｒ Ｌ を 生 成 す る 信 号
生 成 部 ５ ３ ５ と を 含 む 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 図 ２ は 、 処 理 制 御 信 号 を 生 成 す る た め の タ イ ミ ン グ 制 御 部 ５ の 一 部 分 だ け を 示 し 、 本 発
明 の 実 施 例 に よ る タ イ ミ ン グ 制 御 部 ５ は 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 の た め の 各 種 制 御 信 号 を 処 理
及 び 生 成 す る 部 分 や 、 入 力 さ れ る 画 像 デ ー タ を 処 理 す る 部 分 な ど を 含 む 。 こ れ ら ４ つ の 要
素 は す で に 上 述 し た も の と 同 様 で あ る 。 こ の よ う な 他 の 部 分 は 既 に 公 知 の 技 術 で あ る の で
、 こ こ で は 詳 細 な 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 ま ず 、 本 発 明 の 実 施 例 に よ る タ イ ミ ン グ 制 御 部 ５ の 処 理 制 御 信 号 の 生 成 動 作 に つ い て 説
明 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 例 え ば 、 ８ ビ ッ ト カ ラ ー Ｘ Ｇ Ａ （ Extended Graphics Array） は 、 水 平 解 像 度 が １ ０ ２
４ で あ り 、 こ こ で １ バ イ ト は ８ ビ ッ ト で あ る 。 従 っ て 、 各 ラ イ ン メ モ リ ５ １ 、 ５ ２ は １ バ
イ ト が ８ ビ ッ ト で あ る １ ０ ２ ４ バ イ ト の メ モ リ が ３ （ R、 G、 B） 画 面 で 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 画 像 デ ー タ は 外 部 の グ ラ フ ィ ッ ク 制 御 器 （ 図 示 せ ず ） か ら 順 次 的 に 入 力 さ れ て 第 １ ラ イ
ン メ モ リ ５ １ に 保 存 さ れ る 。 デ ー タ 比 較 部 ５ ３ １ は 第 １ ラ イ ン メ モ リ ５ １ に 保 存 さ れ た ｎ
番 目 の 画 像 デ ー タ と 、 第 ２ ラ イ ン メ モ リ ５ ２ に 保 存 さ れ た ｎ － １ 番 目 の 画 像 デ ー タ の ８ ビ
ッ ト を 各 々 比 較 し て 、 二 つ の 画 像 デ ー タ の ８ ビ ッ ト が 全 て 同 一 で あ れ ば 第 １ 信 号 に は “ ０
” を 出 力 し 、 二 つ の 画 像 デ ー タ の ８ ビ ッ ト が 全 て 異 な れ ば 第 １ 信 号 に は “ １ ” を 出 力 す る
。 ま た 、 デ ー タ 比 較 部 ５ ３ １ は 、 上 の 二 つ の 場 合 は 第 ２ 信 号 に は "０ "を 出 力 し 、 ８ ビ ッ ト
の う ち の 一 部 ビ ッ ト だ け 同 一 で あ っ た り 他 の 場 合 に は 第 ２ 信 号 に は "１ "を 出 力 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 デ ー タ 比 較 部 ５ ３ １ か ら 出 力 さ れ る 第 １ 信 号 は 論 理 積 演 算 器 ５ ３ ２ に 入 力 さ れ て 画 素 ク
ロ ッ ク 信 号 Ｐ Ｃ に よ っ て と 論 理 積 演 算 さ れ 、 そ の 結 果 が 第 １ カ ウ ン タ ー ５ ３ ３ に 入 力 さ れ
る 。 し た が っ て 、 各 画 素 別 に 二 つ の 画 像 デ ー タ の 比 較 結 果 が 出 る 時 ご と に カ ウ ン テ ィ ン グ
動 作 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 こ の よ う な 比 較 過 程 を １ Ｈ 周 期 （ １ ラ イ ン 周 期 ） の 間 に 遂 行 す れ ば 、 第 １ カ ウ ン タ ー ５
３ ３ に は “ ０ ” ま た は 水 平 解 像 度 に よ る 画 素 数 、 例 え ば “ １ ０ ２ ４ ” 、 ま た は “ ０ ” と “
１ ０ ２ ４ ” の 間 の 数 字 が カ ウ ン ト 値 に 決 定 さ れ る 。 つ ま り 、 そ の 前 の ラ イ ン に 該 当 す る す
べ て の 画 像 デ ー タ （ ｎ － １ 番 目 の 画 像 デ ー タ ） と 、 現 在 の ラ イ ン に 該 当 す る す べ て の 画 像
デ ー タ （ ｎ 番 目 の 画 像 デ ー タ ） は 互 い に 一 致 す れ ば 、 そ の と き カ ウ ン ト 値 は “ ０ ” と な る
。 ま た 、 そ の 前 の ラ イ ン に 該 当 す る す べ て の 画 像 デ ー タ （ ｎ － １ 番 目 の 画 像 デ ー タ ） と 、
現 在 の ラ イ ン に 該 当 す る す べ て の 画 像 デ ー タ （ ｎ 番 目 の 画 像 デ ー タ ） が 互 い に 相 補 関 係 で
あ れ ば 、 そ の と き カ ウ ン ト 値 は “ １ ０ ２ ４ ” と な る 。 そ し て 、 こ の 二 つ の 場 合 を 除 い て は
、 カ ウ ン ト 値 が “ ０ ” と “ １ ０ ２ ４ ” の 間 の 値 に な る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 し た が っ て 、 第 １ カ ウ ン タ ー ５ ３ ３ の カ ウ ン ト 値 と 第 １ レ ジ ス タ ー ５ ３ ４ の 値 に よ っ て
、 次 の 表 ２ に 示 す よ う に 四 つ の 場 合 が 存 在 す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
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【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 上 記 表 ２ の よ う な 、 第 １ カ ウ ン タ ー ５ ３ ３ の 値 と 第 １ レ ジ ス タ ー ５ ３ ４ の 値 に 基 づ い て
、 タ イ ミ ン グ 制 御 部 ５ は 表 １ に 示 さ れ た よ う な 動 作 状 態 を 有 す る 処 理 制 御 信 号 Ｃ Ｔ Ｒ Ｌ を
生 成 す る 。 そ し て 、 表 ２ の ケ ー ス １ と ケ ー ス ２ の 場 合 、 タ イ ミ ン グ 制 御 部 ５ は 、 に は 外 部
か ら 入 力 さ れ る 画 像 デ ー タ を 提 供 す る か わ り に 、 デ ー タ 出 力 を ハ イ イ ン ピ ー ダ ン ス 状 態 に
維 持 す る か 、 ま た は 既 存 の “ ０ ” ま た は “ １ ” の う ち の い ず れ か 一 つ の 状 態 を 維 持 し て 、
信 号 の ト ラ ン ジ シ ョ ン 時 に 発 生 し た 消 費 電 力 と Ｅ Ｍ Ｉ 発 生 を 減 少 さ せ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 こ の よ う な タ イ ミ ン グ 制 御 部 ５ の 画 像 デ ー タ 比 較 処 理 に よ っ て 生 成 さ れ る 処 理 制 御 信 号
（ Ｃ Ｔ Ｒ Ｌ [１ :０ ]） に 基 づ い て 、 デ ー タ 駆 動 部 ３ は 以 前 に シ フ ト レ ジ ス タ ー に 保 存 し た
画 像 デ ー タ （ ｎ － １ 番 目 の 画 像 デ ー タ ） を 保 持 し て 液 晶 パ ネ ル ア セ ン ブ リ １ に 提 供 し 、 も
し く は 、 ｎ － １ 画 像 デ ー タ を 反 転 さ せ 、 以 前 に 反 転 さ せ た 画 像 デ ー タ を 液 晶 パ ネ ル ア セ ン
ブ リ １ へ 提 供 す る 。 も し く は 、 シ フ ト レ ジ ス タ ー の 画 像 デ ー タ を タ イ ミ ン グ 制 御 部 ５ か ら
出 力 さ れ る 画 像 デ ー タ （ ｎ 番 目 の 画 像 デ ー タ ） に 更 新 処 理 し 、 更 新 さ れ た シ フ ト レ ジ ス タ
ー の 画 像 デ ー タ を 液 晶 パ ネ ル １ に 提 供 す る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 上 述 し た よ う に 、 タ イ ミ ン グ 制 御 部 ５ か ら デ ー タ 駆 動 部 ３ に 画 像 デ ー タ を 選 択 的 に 提 供
す る 方 法 は 、 ｎ 番 目 の 画 像 デ ー タ と ｎ － １ 番 目 の 画 像 デ ー タ と の 関 係 に 基 づ い て お り 、 デ
ー タ 駆 動 部 が 複 数 個 か ら な る 場 合 に お い て も 同 一 に 適 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 図 ３ は 、 液 晶 表 示 装 置 が 複 数 個 の デ ー タ 駆 動 部 を 含 む 場 合 に つ い て の 構 造 を 簡 略 に 示 し
た 図 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 図 ３ を 参 照 す る と 、 複 数 個 の デ ー タ 駆 動 部 （ ３ １ ～ ３ ｍ ） が 横 方 向 に 配 置 さ れ て い て 、
タ イ ミ ン グ 制 御 部 ５ か ら 出 力 さ れ る 処 理 制 御 信 号 Ｃ Ｔ Ｒ Ｌ [１ :０ ]が 各 デ ー タ 駆 動 部 （ ３
１ ～ ３ ｍ ） に 供 給 さ れ 、 そ の 他 の 各 種 制 御 信 号 Ｓ Ｔ Ｈ 、 Ｌ Ｏ Ａ Ｄ 、 Ｄ Ｃ Ｌ Ｋ も ま た 各 デ ー
タ 駆 動 部 ３ １ ～ ３ ｍ に 供 給 さ れ る 。 こ こ で は 、 タ イ ミ ン グ 制 御 部 ５ と デ ー タ 駆 動 部 ３ が マ
ル チ ド ロ ッ プ 構 造 で 連 結 さ れ て い る 。 こ こ で 、 マ ル チ ド ロ ッ プ 構 造 と は 、 タ イ ミ ン グ 制 御
部 か ら 提 供 さ れ る 各 種 信 号 が 一 つ の 信 号 線 を 通 じ て 複 数 個 の デ ー タ 駆 動 部 に 提 供 さ れ る 構
造 で あ り 、 本 発 明 で は こ の 連 結 方 法 に 限 定 さ れ る わ け で な く 、 タ イ ミ ン グ 制 御 部 か ら 提 供
さ れ る 各 種 信 号 が 、 複 数 の 信 号 線 を 通 じ て 複 数 の デ ー タ 駆 動 部 に 一 対 一 に 提 供 さ れ る 、 い
わ ゆ る ポ イ ン ト ツ ー ポ イ ン ト 構 造 に お い て も 同 一 に 適 用 で き る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 こ の よ う に デ ー タ 駆 動 部 が 複 数 個 に 構 成 さ れ る 液 晶 表 示 装 置 に お い て も 、 そ れ ぞ れ の デ
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ー タ 駆 動 部 は 処 理 制 御 信 号 Ｃ Ｔ Ｒ Ｌ [１ :０ ]に 基 づ い て 画 像 デ ー タ の 保 持 、 反 転 ま た は 更
新 処 理 を 遂 行 す る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 図 ４ に 、 処 理 制 御 信 号 を 処 理 す る デ ー タ 駆 動 部 の 構 造 図 の 第 １ 例 を 示 す 。 図 ４ に は 処 理
制 御 信 号 を 処 理 す る 部 分 に つ い て の み 示 し た が 、 画 像 デ ー タ を 液 晶 パ ネ ル ア セ ン ブ リ に 供
給 す る 部 分 、 例 え ば 、 シ フ ト レ ジ ス タ ー な ど は 既 に 公 知 の 技 術 で あ る の で 示 さ な か っ た 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 図 ４ に よ る と 、 本 発 明 の 第 １ 例 に よ る デ ー タ 駆 動 部 ３ は 、 処 理 制 御 信 号 の 第 １ ビ ッ ト Ｃ
Ｔ Ｒ Ｌ [０ ]に 基 づ い て 排 他 的 論 理 和 演 算 を 遂 行 す る 排 他 的 論 理 和 演 算 器 ３ １ 、 処 理 制 御 信
号 の 第 ２ ビ ッ ト Ｃ Ｔ Ｒ Ｌ [１ ]に 基 づ い て 第 １ 入 力 （ 排 他 的 論 理 和 演 算 器 か ら 提 供 さ れ る 信
号 ） 及 び 第 ２ 入 力 （ タ イ ミ ン グ 制 御 部 か ら 提 供 さ れ る 画 像 デ ー タ ） の う ち の い ず れ か 一 つ
を 選 択 し て 出 力 す る 第 １ マ ル チ プ レ ク サ ー ３ ２ 、 ク ロ ッ ク 端 子 に 印 加 さ れ る 信 号 に 応 じ て
第 １ マ ル チ プ レ ク サ ー ３ ２ か ら 選 択 的 に 提 供 さ れ る 画 像 デ ー タ を 出 力 す る Ｄ フ リ ッ プ フ ロ
ッ プ ３ ４ 、 デ ー タ ク ロ ッ ク 信 号 Ｄ Ｃ Ｌ Ｋ 及 び 桁 上 げ 信 号 を 論 理 積 演 算 し て そ の 結 果 を Ｄ フ
リ ッ プ フ ロ ッ プ ３ ４ の ク ロ ッ ク 端 子 に 提 供 す る 論 理 積 演 算 器 ３ ３ を 含 む 。 そ し て 、 Ｄ フ リ
ッ プ フ ロ ッ プ ３ ４ の 出 力 端 子 Ｑ は 排 他 的 論 理 和 演 算 器 ３ １ の 入 力 端 子 に 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 こ こ で 、 桁 上 げ 信 号 は 、 通 常 の 液 晶 表 示 装 置 の デ ー タ 駆 動 部 の シ フ ト レ ジ ス タ ー に 提 供
さ れ る イ ネ ー ブ ル 信 号 で あ る 。 デ ー タ ク ロ ッ ク 信 号 Ｄ Ｃ Ｌ Ｋ は デ ー タ の 一 致 ま た は 相 補 関
係 に 無 関 係 に 常 に 印 加 さ れ る 信 号 で あ り 、 例 え ば 、 常 に “ Ｈ ” の 状 態 を 維 持 す る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 図 ４ を 参 照 す る と 、 ｎ 番 目 の 画 像 デ ー タ と ｎ － １ 番 目 の 画 像 デ ー タ の 全 て の ビ ッ ト が 互
い に 一 致 し て タ イ ミ ン グ 制 御 部 ５ か ら 処 理 制 御 信 号 Ｃ Ｔ Ｒ Ｌ [１ :０ ]に “ ０ ０ ” の 値 を 提
供 す れ ば 、 排 他 的 論 理 和 演 算 器 ３ １ は 処 理 制 御 信 号 の 第 １ ビ ッ ト Ｃ Ｔ Ｒ Ｌ [０ ]の “ ０ ” と
Ｄ フ リ ッ プ フ ロ ッ プ ３ ４ の 初 期 出 力 信 号 “ ０ ” に 基 づ い て  “ １ ” を 出 力 す る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 排 他 的 論 理 和 演 算 器 ３ １ か ら 出 力 さ れ た 信 号 と タ イ ミ ン グ 制 御 部 ５ か ら 提 供 さ れ る 画 像
デ ー タ は 、 第 １ マ ル チ プ レ ク サ ー ３ ２ の 第 １ 入 力 端 子 ０ 及 び 第 ２ 入 力 端 子 １ に 各 々 入 力 さ
れ 、 第 １ マ ル チ プ レ ク サ ー ３ ２ は 、 セ レ ク ト 端 子 Ｓ Ｅ Ｌ に 応 じ て 受 信 す る 処 理 制 御 信 号 の
第 ２ ビ ッ ト Ｃ Ｔ Ｒ Ｌ [１ ]が “ ０ ” で あ る の で 、 第 １ 入 力 端 子 ０ に 入 力 さ れ る 信 号 を 選 択 し
て Ｄ フ リ ッ プ フ ロ ッ プ ３ ４ に 出 力 す る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 し た が っ て 、 デ ー タ ク ロ ッ ク 信 号 Ｄ Ｃ Ｌ Ｋ と 桁 上 げ 信 号 の い ず れ も が “ Ｈ ” レ ベ ル で あ
る こ と に 応 じ て 当 該 デ ー タ 駆 動 部 ３ の シ フ ト レ ジ ス タ ー が イ ネ ー ブ ル に さ れ た 時 点 で 、 論
理 積 演 算 器 ３ ３ が “ Ｈ ” 信 号 を 出 力 す れ ば 、 Ｄ フ リ ッ プ フ ロ ッ プ ３ ４ は 入 力 端 子 （ Ｄ ） を
通 じ て 提 供 さ れ る 排 他 的 論 理 和 演 算 器 ３ １ の 出 力 信 号 “ １ ” を 出 力 す る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 Ｄ フ リ ッ プ フ ロ ッ プ ３ ４ か ら 出 力 さ れ る “ １ ” 信 号 は 排 他 的 論 理 和 演 算 器 ３ １ に 再 度 入
力 さ れ 、 Ｄ フ リ ッ プ フ ロ ッ プ ３ ４ の 反 転 出 力 端 子 （ ／ Ｑ ） は “ ０ ” の 信 号 を 出 力 す る 。 し
た が っ て 、 Ｌ Ｏ Ａ Ｄ 信 号 が 印 加 さ れ る と 、  “ ０ ” の 信 号 に 基 づ い て 、 デ ー タ 駆 動 部 ３ の
シ フ ト レ ジ ス タ ー （ 図 示 せ ず ） な ど は 保 存 さ れ て い た 画 像 デ ー タ （ ｎ － １ 番 目 の 画 像 デ ー
タ ） を そ の ま ま 保 持 し て 液 晶 パ ネ ル ア セ ン ブ リ １ に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 一 方 、 ｎ 番 目 の 画 像 デ ー タ と ｎ － １ 番 目 の 画 像 デ ー タ の 全 て の ビ ッ ト が 相 補 関 係 で あ る
こ と に 基 づ き 、 “ ０ １ ” の 値 を 有 す る 処 理 制 御 信 号 Ｃ Ｔ Ｒ Ｌ [１ :０ ]を タ イ ミ ン グ 制 御 部
５ か ら 提 供 す れ ば 、 排 他 的 論 理 和 演 算 器 ３ １ は “ ０ ” を 出 力 し 、 第 １ マ ル チ プ レ ク サ ー ３
２ は セ レ ク ト 端 子 Ｓ Ｅ Ｌ を 通 じ て 入 力 さ れ る 処 理 制 御 信 号 の 第 ２ ビ ッ ト Ｃ Ｔ Ｒ Ｌ [１ ]の “
０ ” に 応 じ て 第 １ 入 力 端 子 ０ に 入 力 さ れ る 排 他 的 論 理 演 算 器 ３ １ の 出 力 信 号 、 つ ま り 、 “
０ ” を 選 択 し て Ｄ フ リ ッ プ フ ロ ッ プ ３ ４ に 出 力 す る 。 し た が っ て 、 Ｄ フ リ ッ プ フ ロ ッ プ ３
４ の 反 転 出 力 端 子 （ ／ Ｑ ） を 通 じ て “ １ ” の 信 号 が 出 力 さ れ 、 シ フ ト レ ジ ス タ ー （ 図 示 せ
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ず ） な ど が 保 存 さ れ て い た 画 像 デ ー タ （ ｎ － １ 番 目 の 画 像 デ ー タ ） を 反 転 さ せ て 液 晶 パ ネ
ル ア セ ン ブ リ １ に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 他 方 、 ｎ 番 目 の 画 像 デ ー タ と ｎ － １ 番 目 の 画 像 デ ー タ の 少 な く と も 一 つ の ビ ッ ト が 不 一
致 で あ る か ま た は 互 い に 相 補 関 係 で な い 場 合 、 “ １ ｘ ” の 値 を 有 す る 処 理 制 御 信 号 Ｃ Ｔ Ｒ
Ｌ [１ :０ ]が タ イ ミ ン グ 制 御 部 ５ か ら 提 供 さ れ れ ば 、 第 １ マ ル チ プ レ ク サ ー ３ ２ は 、 セ レ
ク ト 端 子 Ｓ Ｅ Ｌ に 入 力 さ れ る 処 理 制 御 信 号 の 第 ２ ビ ッ ト Ｃ Ｔ Ｒ Ｌ [１ ]の “ １ ” に 応 じ て 第
２ 入 力 端 子 ０ に 入 力 さ れ る 画 像 デ ー タ （ タ イ ミ ン グ 制 御 部 か ら 提 供 さ れ る ｎ 番 目 の 画 像 デ
ー タ ） を 選 択 し 、 Ｄ フ リ ッ プ フ ロ ッ プ ３ ４ に 出 力 す る 。 し た が っ て 、 Ｌ Ｏ Ａ Ｄ 信 号 が 印 加
さ れ る と き 、 Ｄ フ リ ッ プ フ ロ ッ プ ３ ４ の 反 転 出 力 端 子 （ ／ Ｑ ） を 通 じ て ｎ 番 目 の 画 像 デ ー
タ が 出 力 さ れ 、 シ フ ト レ ジ ス タ ー （ 図 示 せ ず ） な ど は 印 加 さ れ る n番 目 画 像 デ ー タ を 保 存
し 、 液 晶 パ ネ ル ア セ ン ブ リ １ に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 こ の よ う に 第 １ 例 に よ る と 、 デ ー タ ク ロ ッ ク 信 号 Ｄ Ｃ Ｌ Ｋ が 持 続 的 に 提 供 さ れ な け れ ば
な ら ず 、 液 晶 表 示 装 置 が 以 下 の 二 つ の 動 作 モ ー ド で 動 作 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 第 １ 動 作 モ ー ド で は 、 ｎ － １ 番 目 の 画 像 デ ー タ と ｎ 番 目 の 画 像 デ ー タ と を 比 較 す る 時 、
タ イ ミ ン グ 制 御 部 が デ ー タ 駆 動 部 単 位 で 入 力 さ れ る 画 像 デ ー タ を 比 較 し て 処 理 制 御 信 号 を
各 々 の デ ー タ 駆 動 部 に 生 成 す る 。 し た が っ て 、 各 デ ー タ 駆 動 部 別 に 保 持 、 反 転 、 更 新 の う
ち の い ず れ か 一 つ の 動 作 は 、 各 々 の デ ー タ 駆 動 部 で 個 別 的 に 遂 行 さ れ る 。 こ の 時 、 処 理 制
御 信 号 Ｃ Ｔ Ｒ Ｌ [１ :０ ]は 各 １ Ｈ 周 期 の 間 に 最 大 デ ー タ 駆 動 部 の 個 数 だ け の 状 態 変 化 を 行
う 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 第 ２ 動 作 モ ー ド で は 、 ｎ － １ 番 目 の 画 像 デ ー タ と n番 目 の 画 像 デ ー タ を 比 較 す る 時 、 タ
イ ミ ン グ 制 御 部 が 画 素 単 位 で 画 像 デ ー タ を 比 較 し て 処 理 制 御 信 号 を 各 々 の 画 素 に 生 成 す る
。 し た が っ て 、 デ ー タ 駆 動 部 が 画 素 別 に 画 像 デ ー タ の 保 持 、 反 転 、 更 新 の う ち の い ず れ か
一 つ の 動 作 を 個 別 的 に 遂 行 す る よ う に な る 。 こ の 時 、 処 理 制 御 信 号 Ｃ Ｔ Ｒ Ｌ [１ :０ ]は 各
１ Ｈ 周 期 の 間 に 最 大 水 平 解 像 度 の 数 だ け の 状 態 変 化 を 行 う 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 一 方 、 第 １ 例 の よ う に 動 作 す る デ ー タ 駆 動 部 で は デ ー タ ク ロ ッ ク 信 号 Ｄ Ｃ Ｌ Ｋ が 常 に 印
加 さ れ な け れ ば な ら な い が 、 も し ケ ー ス １ と ケ ー ス ２ の 場 合 、 つ ま り 、 ｎ 番 目 の 画 像 デ ー
タ と ｎ － １ 番 目 の 画 像 デ ー タ の 全 て の ビ ッ ト が 互 い に 一 致 す る か ま た は 互 い に 相 補 関 係 で
あ る 場 合 に 、 デ ー タ ク ロ ッ ク 信 号 Ｄ Ｃ Ｌ Ｌ Ｋ を 除 去 し よ う と す る と 、 タ イ ミ ン グ 制 御 部 ５
で 発 生 す る Ｓ Ｔ Ｈ （ start horizontal） 信 号 で あ っ て 、 外 部 の グ ラ フ ィ ッ ク 制 御 器 か ら デ
ー タ 駆 動 部 へ 提 供 さ れ る Ｒ Ｇ Ｂ 画 像 デ ー タ を 正 確 に ラ ッ チ さ せ る た め の 開 始 水 平 信 号 ） も
し く は 論 理 積 演 算 器 ３ ３ か ら 出 力 さ れ る 信 号 を 、 処 理 制 御 信 号 の 第 ２ ビ ッ ト Ｃ Ｔ Ｒ Ｌ [１ ]
に 基 づ い て Ｄ フ リ ッ プ フ ロ ッ プ ３ ４ の ク ロ ッ ク 端 子 に 選 択 的 に 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 図 ５ に 、 こ の よ う な 本 発 明 の 第 ２ 例 に よ る 駆 動 部 の 構 造 図 を 示 す 。 第 ２ 例 に よ る デ ー タ
駆 動 部 は 図 ４ に 示 さ れ た 第 １ 例 と 同 様 の 構 造 を 有 す 。 但 し 、 論 理 積 演 算 器 ３ ３ か ら 選 択 的
に 出 力 す る 第 ２ マ ル チ プ レ ク サ ー ３ ５ と Ｓ Ｔ Ｈ 信 号 は 除 く 。 こ こ で Ｓ Ｔ Ｈ 信 号 は 、 処 理 制
御 信 号 の 第 ２ ビ ッ ト Ｃ Ｔ Ｒ Ｌ [１ ]に 基 づ い て お り 、 第 ２ ビ ッ ト Ｃ Ｔ Ｒ Ｌ [１ ]は セ レ ク ト 端
子 Ｓ Ｅ Ｌ に 接 続 さ れ て お り か つ Ｄ フ リ ッ プ フ ロ ッ プ ３ ４ に 提 供 し て い る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 こ の 場 合 に も 上 述 と 同 様 に デ ー タ 駆 動 部 が 動 作 す る 。 但 し 、 ｎ 番 目 の 画 像 デ ー タ と ｎ －
１ 番 目 の 画 像 デ ー タ の 全 て の ビ ッ ト が 互 い に 一 致 す る か 、 ま た は ｎ － １ 番 目 の 画 像 デ ー タ
が そ の ま ま も し く は 反 転 さ せ て 出 力 し て い る よ う に 互 い に 相 補 関 係 で あ る 時 に は 、 Ｓ Ｔ Ｈ
信 号 に 基 づ い て Ｄ フ リ ッ プ フ ロ ッ プ ３ ４ は “ ０ ” ま た は “ １ ” の 信 号 を 出 力 す る 場 合 を 除
く 。 こ の 時 、 デ ー タ ク ロ ッ ク 信 号 Ｄ Ｃ Ｌ Ｋ は Ｄ Ｃ 状 態 に 維 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
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　 こ の よ う な 第 ２ 例 で は 、 タ イ ミ ン グ 制 御 部 は 、 １ Ｈ 周 期 に お い て 第 １ ラ イ ン メ モ リ ５ １
の 情 報 を 第 ２ ラ イ ン メ モ リ に 移 動 さ せ 、 デ ー タ 比 較 部 ５ ３ １ の 比 較 結 果 に 基 づ い た 第 １ カ
ウ ン タ ー ５ ３ ３ や 第 １ レ ジ ス タ ー ５ ３ ４ の 値 を 示 し て い る 前 記 表 １ に よ っ て 、 処 理 制 御 信
号 は 表 ３ に 示 さ れ る よ う に デ ー タ ク ロ ッ ク 信 号 Ｄ Ｃ Ｌ Ｋ の 出 力 動 作 を 遂 行 す る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
【 表 ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 こ の よ う な 第 ２ 例 で は 、 各 々 の ラ イ ン に 対 す る す べ て の 画 像 デ ー タ に 対 し て デ ー タ 比 較
を 遂 行 す る こ と が 好 ま し く 、 し た が っ て 、 処 理 制 御 信 号 Ｃ Ｔ Ｒ Ｌ [１ :０ ]は １ Ｈ 周 期 ご と
に 更 新 さ れ る よ う に な る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 特 に 、 液 晶 表 示 装 置 で タ イ ミ ン グ 制 御 部 及 び デ ー タ 駆 動 部 が 図 ３ に 示 す よ う に マ ル チ －
ド ロ ッ プ 構 造 で あ る 場 合 に は 、 第 １ 及 び 第 ２ 例 が 全 て 適 用 で き る 。 ま た 、 ポ イ ン ト ツ ー ポ
イ ン ト 構 造 で あ る 場 合 は 第 １ 例 に よ る 二 つ の 動 作 モ ー ド を よ り 容 易 に 実 現 す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 こ の よ う な 本 発 明 の 実 施 例 は Ｏ Ａ 用 に 使 用 さ れ る 液 晶 表 示 装 置 に よ り 効 果 的 で あ る 。 Ｏ
Ａ 用 に 使 用 さ れ る 液 晶 表 示 装 置 の 表 示 環 境 を 見 る と 、 画 面 の ほ と ん ど が ケ ー ス １ ま た は ケ
ー ス ２ に 該 当 す る 規 則 的 な 表 示 状 態 を 示 す た め 、 画 像 デ ー タ 表 示 に 影 響 を 与 え な い な が ら
も タ イ ミ ン グ 制 御 部 は デ ー タ 駆 動 部 に 画 像 デ ー タ を 選 択 的 に 提 供 し て 消 費 電 力 を 減 少 さ せ
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 以 上 、 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 例 を 詳 細 に 説 明 し て き た が 、 こ れ は 本 実 施 例 の み に 限 ら ず
、 請 求 項 の 思 想 と 精 神 に 含 ま れ る 範 囲 内 に お い て 、 様 々 な 変 更 と こ れ ら と 同 等 の 実 施 が 可
能 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 例 え ば 、 デ ー タ 駆 動 部 が 直 接 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 基 板 上 に 実 装 さ れ 、 伝 送 用 フ ィ ル ム を 通
じ て デ ー タ 駆 動 部 が 印 刷 回 路 基 板 と 連 結 さ れ る Ｃ Ｏ Ｇ （ Chip on Glass） 形 態 の 液 晶 表 示
装 置 に も 、 上 述 の 実 施 例 に よ る タ イ ミ ン グ 制 御 部 と デ ー タ 駆 動 部 の 間 の 選 択 的 な 画 像 デ ー
タ 伝 送 を 行 う こ と が で き る 。 ま た 、 デ ー タ 駆 動 部 が 印 刷 回 路 基 板 と 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 基 板
の 間 に 設 置 さ れ る 伝 送 用 フ ィ ル ム 上 に 実 装 さ れ る 構 造 に も 、 上 述 の 実 施 例 に よ る 画 像 デ ー
タ 伝 送 が 適 用 で き る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 そ の 他 に も 、 画 像 デ ー タ を Ｌ Ｖ Ｄ Ｓ （ low voltage differential signaling） や Ｒ Ｓ Ｄ
Ｓ （ reduced swing differential signaling） 方 式 で 伝 送 す る 液 晶 表 示 装 置 に お い て も 、
上 述 の 実 施 例 に よ る 画 像 デ ー タ 伝 送 が 適 用 で き る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 こ れ は 、 上 述 の 実 施 例 に 基 づ い て 当 業 者 で あ れ ば 容 易 に 実 施 で き る の で 、 詳 細 な 説 明 は
省 略 す る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
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　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 の 実 施 例 に よ れ ば 、 タ イ ミ ン グ 制 御 部 と デ ー タ 駆 動 部 の 間 の 画 像
デ ー タ 伝 送 を 最 小 化 す る こ と が で き る の で 、 画 像 デ ー タ ス イ ッ チ ン グ 時 の 消 費 電 力 を 減 少
さ せ る こ と が で き 、 ス イ ッ チ ン グ 時 に 発 生 す る Ｅ Ｍ Ｉ を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ８ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の 構 造 を 示 す 配 置 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 例 に よ る タ イ ミ ン グ 制 御 部 の 構 造 を 示 す 配 置 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 例 の 液 晶 表 示 装 置 の 構 造 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 １ 例 に よ る デ ー タ 駆 動 部 の 構 造 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 ２ 例 に よ る デ ー タ 駆 動 部 の 構 造 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ８ ２ 】
１ 　 　 液 晶 パ ネ ル ア セ ン ブ リ
２ 　 　 ゲ ー ト 駆 動 部
３ 　 　 デ ー タ 駆 動 部
４ 　 　 駆 動 電 圧 発 生 部
５ 　 　 タ イ ミ ン グ 制 御 部
６ 　 　 グ レ ー 電 圧 発 生 部

10

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

(15) JP 2006-501490 A 2006.1.12



【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

(16) JP 2006-501490 A 2006.1.12



フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                    テーマコード（参考）
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６３３Ｕ          　　　　　

(81)指定国　　　　  AP(GH,GM,KE,LS,MW,MZ,SD,SL,SZ,TZ,UG,ZM,ZW),EA(AM,AZ,BY,KG,KZ,MD,RU,TJ,TM),EP(AT,
BE,BG,CH,CY,CZ,DE,DK,EE,ES,FI,FR,GB,GR,HU,IE,IT,LU,MC,NL,PT,RO,SE,SI,SK,TR),OA(BF,BJ,CF,CG,CI,CM,GA,
GN,GQ,GW,ML,MR,NE,SN,TD,TG),AE,AG,AL,AM,AT,AU,AZ,BA,BB,BG,BR,BY,BZ,CA,CH,CN,CO,CR,CU,CZ,DE,DK,DM,DZ,
EC,EE,ES,FI,GB,GD,GE,GH,GM,HR,HU,ID,IL,IN,IS,JP,KE,KG,KP,KZ,LC,LK,LR,LS,LT,LU,LV,MA,MD,MG,MK,MN,MW,M
X,MZ,NI,NO,NZ,OM,PH,PL,PT,RO,RU,SC,SD,SE,SG,SK,SL,TJ,TM,TN,TR,TT,TZ,UA,UG,US,UZ,VC,VN,YU,ZA,ZM,ZW

Ｆターム(参考) 2H093 NA16  NA43  NA51  NC03  NC10  NC12  NC22  NC26  NC28  NC34 
　　　　 　　        NC35  NC49  ND06  ND39  NH14 
　　　　 　　  5C006 AF06  AF42  AF45  BB16  BC02  BC12  BC16  BF05  BF14  FA13 
　　　　 　　        FA32  FA47 
　　　　 　　  5C080 AA10  BB05  DD08  DD12  DD26  FF01  FF07  FF11  GG15  GG17 
　　　　 　　        JJ02  JJ03 

(17) JP 2006-501490 A 2006.1.12



专利名称(译) 液晶显示装置及其驱动方法

公开(公告)号 JP2006501490A 公开(公告)日 2006-01-12

申请号 JP2004502479 申请日 2003-04-28

[标]申请(专利权)人(译) 三星电子株式会社

申请(专利权)人(译) 三星电子有限公司

[标]发明人 モンスンフヮン

发明人 モン,スン-フヮン

IPC分类号 G09G3/36 G02F1/133 G09G3/20

CPC分类号 G09G3/3611 G09G3/3688 G09G2310/04 G09G2330/021 G09G2330/06

FI分类号 G09G3/36 G02F1/133.550 G09G3/20.611.A G09G3/20.611.C G09G3/20.612.U G09G3/20.633.U

F-TERM分类号 2H093/NA16 2H093/NA43 2H093/NA51 2H093/NC03 2H093/NC10 2H093/NC12 2H093/NC22 2H093
/NC26 2H093/NC28 2H093/NC34 2H093/NC35 2H093/NC49 2H093/ND06 2H093/ND39 2H093/NH14 
5C006/AF06 5C006/AF42 5C006/AF45 5C006/BB16 5C006/BC02 5C006/BC12 5C006/BC16 5C006
/BF05 5C006/BF14 5C006/FA13 5C006/FA32 5C006/FA47 5C080/AA10 5C080/BB05 5C080/DD08 
5C080/DD12 5C080/DD26 5C080/FF01 5C080/FF07 5C080/FF11 5C080/GG15 5C080/GG17 5C080
/JJ02 5C080/JJ03

优先权 1020020024399 2002-05-03 KR

外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：提供一种液晶显示装置及其驱动方法，用于降低图像数
据传输期间的功耗 一 多条栅极线，与多条栅极线绝缘并交叉的多条数据
线，形成在由多条数据线和栅极线彼此交叉的区域中形成的多条数据
线，一种液晶面板组件，包括：多个像素，每个像素具有连接到栅极线
的开关元件;栅极驱动器，用于向栅极线提供栅极电压;数据电压，对应于
施加到数据线的图像数据，至少一个数据驱动单元，用于比较从外部施
加的第n个图像数据和存储的第n-1个图像数据，并将第n个图像数据与第
n个图像数据进行比较。并且，用于选择性地将数据控制部分提供给数据
驱动部分的定时控制部分，可以使定时控制部分和数据驱动部分之间的
图像数据传输最小化，和减少图像数据切换期间的功耗，实现了在切换
期间产生的EMI抑制。

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/8a1317bf-972b-484d-bbff-add12ce75714
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/036125052/publication/JP2006501490A?q=JP2006501490A

